
衆議院議員選挙と
最高裁国民審査
地震から「わが家」を守る
木造住宅の耐震化

広報
2012 vol.231

12 1

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
ま
ち 

つ
な
が
る
地
域



◆
選
挙
区

衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、小
選
挙
区
選

挙
と
比
例
代
表
選
挙
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■ 

小
選
挙
区
選
挙
　
▼
山
口
県
第
１
区
…

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
に
住
民
票

が
あ
る
人
▼
山
口
県
第
２
区
…
熊
毛
地

域
に
住
民
票
が
あ
る
人

※ 
11
月
22
日（
木
）ま
で
に
、熊
毛
地
域
へ

の
転
居
、ま
た
は
熊
毛
地
域
か
ら
転
居

し
た
場
合
は
、選
挙
区
が
変
わ
り
ま
す
。

■
比
例
代
表
選
挙
　
中
国
選
挙
区

◆
投
票
で
き
る
人

投
票
す
る
た
め
に
は
、選
挙
管
理
委
員

会
が
作
成
す
る
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
の
選
挙
で
登
録
さ
れ
る
人
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

■ 

年
齢
要
件
　
平
成
４
年
12
月
17
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

■ 

住
所
要
件
　
９
月
３
日（
月
）ま
で
に
、

本
市
に
転
入
届
を
し
て
、引
き
続
き
本

市
に
在
住
す
る
人

※ 

最
高
裁
国
民
審
査
は
、衆
議
院
議
員
選

挙
の
選
挙
権
が
あ
る
人
に
、審
査
権
が

あ
り
ま
す
。

※ 

９
月
４
日（
火
）以
降
に
、他
市
町
村
か

ら
本
市
に
転
入
し
た
人
は
、転
入
前
の

市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
、そ
の
市
町
村
で
投
票
が
で
き

ま
す
。ま
た
、本
市
か
ら
他
市
町
村
に

転
出
し
た
人
は
、本
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、本
市
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

※ 

本
市
か
ら
転
出
し
た
人
に
は
、投
票
方

法
を
記
載
し
た「
投
票
の
お
知
ら
せ
」を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

◆
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、11
月
26
日（
月
）に

発
送
し
ま
し
た
。

入
場
券
は
、１
人
１
枚
で
す
。自
分
の

入
場
券
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、入
場
券
は
同
じ
家
族
の
人
で

も
、別
の
日
に
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、選
挙
管

理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、紛
失
し

た
り
し
た
場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。投
票

所
で
、そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
　
票

■ 

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時（
一
部
投
票
区

（
投
票
所
）を
、除
く
）

■ 

投
票
所
　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

※ 

市
内
で
転
居
し
た
人
で
、11
月
22
日

（
木
）ま
で
に
転
居
の
異
動
を
届
け
出
た

人
は
、転
居
先
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、11
月
23
日（
祝
）以
降

に
異
動
を
届
け
出
た
人
は
、旧
住
所
地

❶ 小選挙区の投票
小 選挙区　（オレンジ色の紙に、黒色インクで印刷の
投票用紙）…候補者の氏名を１人だけ記入して投票

　　　　　　　　
❷  比例代表と国民審査の投票
　  （投票用紙を同時に渡します）
比 例代表　（うすい水色の紙に、赤色インクで印刷の投
票用紙）…政党などの名称を１つだけ記入して投票
国 民審査　（白色の紙に、黒色インクで印刷の投票用
紙）…裁判官の氏名が印刷されていますので、やめ
させた方がよいと思う裁判官については、その氏名
の上欄に×の記号を記入、やめさせなくてよいと思
う裁判官については、何も記入しないで投票

■投票時の注意
　投票用紙に余分なことを記入すると、その投票は無
効になることがありますので注意してください。

投 票 の 順 序 と 方 法 は？

■各戸配布地域　▼徳山地域…中央地区、関門地区、遠石
地区、秋月地区、周陽地区、桜木地区、今宿地区（水上は除
く）、岐山地区（栄谷、堀越・押谷、小野は除く）▼久米支所管
内（譲羽上、譲羽下、鋳治谷、柳沢、滑松ヶ甲、都叶、落合は
除く）▼櫛浜支所管内（鼓海、鼓ヶ丘、華西大踏（一部）、奈
切、大浦、居守１～３、桜南、東佐倉、西佐倉は除く）▼菊川支
所管内…下上地区（居守迫は除く）▼新南陽地域（和田支所
管内は除く）
■新聞折込地域　▼徳山地域…栄谷、堀越・押谷、小野、水
上▼久米支所管内…譲羽上、譲羽下、鋳治谷、柳沢、滑松ヶ
甲、都叶、落合▼櫛浜支所管内…鼓海、鼓ヶ丘、華西大踏
（一部）、奈切、大浦、居守１～３、桜南、東佐倉、西佐倉▼鼓
南支所管内▼菊川支所管内…四熊地区、小畑地区、加見地
区、下上地区の居守迫▼夜市支所管内▼戸田支所管内▼
湯野支所管内▼大津島支所管内▼向道支所管内▼長穂支
所管内▼須々万支所管内▼中須支所管内▼須金支所管内
▼和田支所管内▼熊毛地域▼鹿野地域

配布方法別「選挙公報・審査公報」配布地域

衆議院議員選挙と
最高裁国民審査

　投票所入場券を持参して、
投票をしてください。
　投票日に、投票ができない
人は、期日前投票や不在者投
票を利用してください。
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の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
を
変
更

対
象
投
票
区
と
変
更
後
の
投
票
所
　
▼
古

市
投
票
区
…
新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

■
代
理
投
票

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
、文
字
が

書
け
な
い
人
は
、投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。投
票
所
の
補
助
員
が
代
筆
し
ま
す
。

な
お
、投
票
の
秘
密
は
、固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
点
字
投
票

目
が
不
自
由
な
た
め
、点
字
で
投
票
し

た
い
人
は
、投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。点
字
投
票
用
紙
を
交
付
し
ま
す
。

◆
選
挙
公
報
と
審
査
公
報

■
配
布
方
法

候
補
者
の
氏
名
や
経
歴
、政
見
な
ど
を

掲
載
し
た
選
挙
公
報
と
最
高
裁
国
民
審
査

公
報
を
、業
者
に
よ
る
各
戸
配
布
、ま
た
は

新
聞
折
込（
朝
日
、読
売
、毎
日
、中
国
、日
本

経
済
）で
、配
布
し
ま
す
。（
配
布
方
法
別「
選

挙
公
報
・
審
査
公
報
」配
布
地
域
を
参
照
）

な
お
、新
聞
折
込
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
で
、新
聞
５
紙
の
い
ず
れ
も
購
読
し
て

い
な
い
人
は
、別
途
郵
送
し
ま
す
の
で
、申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
初
回
の
み
で
、以
後
、選

挙
公
報
を
発
行
す
る
選
挙
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
郵
送
し
ま
す
。

選
挙
公
報
と
審
査
公
報
は
、市
役
所
本

庁
舎
や
各
総
合
支
所
、各
支
所
、各
公
民

館
な
ど
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
み
　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
、選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
開
　
票

開
票
は
、12
月
16
日（
日
）に
、山
口
県
第

１
区
は
21
時
30
分
か
ら
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
周
南
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
、第
２

区
は
21
時
15
分
か
ら

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
東

館
で
行
い
ま
す
。

投票日は
12月16日（日）

仕事や旅行、病気などで、どうしても
投票日に投票できない人は、選挙管理
委員会が設置する期日前投票所で期日
前投票ができます。その際、期日前投票
所で、投票日当日に投票できない見込
みである、宣誓書の記入が必要です。
時間　8時30分～20時
場 所　選挙管理委員会、新南陽総合支
所、ゆめプラザ熊毛、鹿野総合支所
受 付範囲　●選挙管理委員会…市内全域の人●新南陽・鹿野総合支
所…小選挙区が山口県第１区（徳山・新南陽・鹿野地域）の人●ゆめ
プラザ熊毛…小選挙区が山口県第２区（熊毛地域）の人
※上記以外の場所では、期日前投票は受け付けていません。

持参物　投票所入場券
　※ 入場券が届いていない場合や紛失した場合でも、選挙人名簿に登

録されていれば投票できます。

次の理由で、投票日の投票や期日前投票ができない人は、不在者投
票ができます。
■ 不在者投票ができる指定施設や病院に入所・入院中の場合（市外も含む）
市内では、次の指定施設や病院に申し出ると、そこで不在者投票が

できます。
指 定施設　きさんの里、悠久の里、鼓海園、友愛園、やすらぎ苑、福寿荘、
天王園、やまなみ荘、なごやか熊毛、セラヴィ徳山、ひまわり苑、温泉の
里、春の里、ゆめ風車、鼓澄苑、さつきの里

指 定病院　徳山医師会病院、徳山中央病院、泉原病院、徳山病院、周
南病院、徳山静養院、周南高原病院、周南リハビリテーション病院、
湯野温泉病院、新南陽市民病院、鹿野博愛病院
■ 長期出張や里帰りなどで他市町村に滞在し、投票に帰ってこられな
い場合
本人や家族などが、選挙管理委員会に投票用紙の請求をすることが

できます。
請求があったときは、直接滞在地に投票用紙と必要書類を郵送しま

す。滞在地の選挙管理委員会で投票してください。郵送には時間がか
かります。早めに請求してください。
■ 重度の身体障害者または介護保険の要介護5で自宅療養中などの場合
身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持ち、その障害の程度が一定

の要件にあてはまる人や、介護保険の被保険者証を持ち、要介護5の認
定を受けている人には、郵便等投票証明書を交付します。
証明書の交付を受けている人は、12月12日（水）までに投票用紙な

どを請求すると、自宅で投票し、郵送できます。また、代理記載制度も
あります。
詳しくは、選挙管理委員会に問い合わせてください。

期日前投票ができます

市
民
館

↑
国
道
２
号

徳
山
駅
↓

岐
山
通

県道下松新南陽線

中央
図書館

期日前投票は
1階会議室です
選挙管理
委員会
市役所本庁舎 本館

西本館

東本館

入口
駐車場P

駐車場P

郵便局

こんなときは不在者投票ができます

問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
２
１
・

０
８
３
４‐
22
‐
８
５
２
８

期
　
日

期日前投票・
不在者投票は

衆議院議員選挙

12月5日（水）～15日（土）まで
最高裁国民審査
12月9日（日）～15日（土）まで
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査
」（
平
成
24
年
7
月
調
査
）に
よ
る
と
、共

生
社
会
と
い
う
考
え
方
を
知
っ
て
い
る
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ「
知
っ
て
い
る
」と
答
え

た
人
の
割
合
が
40
・
9
％「
言
葉
だ
け
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
」と
答
え
た
人
の
割
合

が
24
・
2
％「
知
ら
な
い
」と
答
え
た
人
の

割
合
が
35
・
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共
生
社
会

障
害
の
あ
る
・
な
い
に
関
わ
ら
ず
、誰
も

が
社
会
の
一
員
と
し
て
お
互
い
を
尊
重

し
、支
え
合
っ
て
暮
ら
す
こ
と
を
め
ざ
す
と

い
う
考
え
方
を
、共
生
社
会
と
い
い
ま
す
。

内
閣
府
の「
障
害
者
に
関
す
る
世
論
調

フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
成
り
立
ち

ま
す
。

地
域
で
、障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
は
、２
つ
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
が
必
要
で
す
。そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
バ

リ
ア
フ
リ
ー
社
会
が
実
現
で
き
れ
ば
、障

害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、障
害

の
な
い
人
に
と
っ
て
も
、住
み
よ
い
社
会
に

な
る
は
ず
で
す
。

市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、障
害

者
・
障
害
児
が
そ
の
能
力
、適
性
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活

を
送
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
な
ど
を
協

議
す
る
た
め
、障
害
者
団
体
、福
祉
団
体

や
学
識
経
験
者
、公
募
委
員
な
ど
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
に
は
、地
域
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
、4
つ
の「
専
門
部
会
」（
相
談
支
援

会
議
、地
域
生
活
部
会
、教
育
部
会
、就
労

部
会
）を
設
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門

家
に
加
え
、障
害
の
あ
る
人
や
障
害
の
あ

る
人
の
保
護
者
な
ど
も
含
め
た
委
員
で
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
専
門
部
会
で
も
、さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、地
域
生
活
部
会
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
地
域
生
活
部
会
の
取
り
組
み
〉

地
域
生
活
部
会
は
、部
会
長
の
岡
村
恭

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
ま
ち 

つ
な
が
る
地
域

毎
年
毎
年
12
月
３３
日
か
日
か
ら
９
ら
９
日日
ま
でで
はは
、障、障
害
者
害
者
週
間
週
間
で
す
で
すすす
。。

障
害
障
害
者
週
者

間
は
間
は
、国、
民
の
民
の
間
に
間
に
広広
く

障
害
障
害
者
の
者

福
祉
福
祉
に
つ
に
い
て
い
て
の
関
の
関
心心
と
理
解
理
解
を
深
を
深
を
深
を
深
を
深
め
る
めめ
る
と
と
と
と
も
に
も
に
、、

障
害
障
害
の
あ
の
あ
る
人人
が
社
が
社
会
や
会
や
経
済済
、文、文
化
、
化
、

そ
の
そ
の
他
あ
他
あ
ら
ゆゆ
る
分
る
分
野
の
野
の
活
動
活
動
にに

積
極極
的
に
的
に
参
加加
す
る
す
る
意
欲
意
欲
をを
高高
め
る
め

ここ
と
を
目
を
目
的的的的
と
的

し
て
し
てて
、

定
め
定
め
ら
れ
ら
れ
ま
しし
た
。
た
。

障
害
障
害
の
あ
の
あ
る
人
が
、
が
、住
みみ
慣
れ
慣
れ
た
地
た
地
域
で
域
でで

生
き
生
き
生
き
生
き
と
暮暮
ら
す
ら
す
た
めめ
に
は
に

、、

何
よ
何
よ
り
も
り
も
ま
ず
ま
ず
障
害
障
害
に
つつ
い
て
い
て
の
理
の
理
解
やや
協
力
協
力力
が
欠
がが

か
せせ
ま
せ
ま
せせ
ん
。
ん
。

こ
の
こ
の
、障、障
害
者
害

週
間
週
間
を
き
を
き
っ
か
っ
か
け
に
け
に
、、

障
害
障

に
つ
に
つ
い
て
い
て
考
え
考
え
て
みみ
ま
せ
まま
せ
ん
か
ん
か
。

ま
た「
障
害
の
あ
る
人
が
身
近
で
普
通

に
生
活
し
て
い
る
の
が
当
た
り
前
だ
」と
い

う
考
え
方
を
ど
う
思
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
そ
う
思
う
」ま
た
は「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う
」と
答
え
た
人
の
割
合
が
88
・

4
％「
そ
う
思
わ
な
い
」ま
た
は「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」と
答
え
た
人

の
割
合
が
7
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、共
生

社
会
と
い
う
考
え
方
の
認
知
は
や
や
低
い

も
の
の
、障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
共
に

暮
ら
す
社
会
に
つ
い
て
は
、多
く
の
人
が

理
解
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
意
味

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
か
ら
、道

路
や
建
物
の
段
差
な
ど
、物
理
的
な
障
壁

を
取
り
除
く
こ
と
だ
け
に
着
目
し
が
ち
で

す
が
、誤
解
や
偏
見
な
ど
、障
害
の
あ
る
人

の
社
会
参
加
を
困
難
に
し
て
い
る
心
理

的
、社
会
的
な
バ
リ
ア
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
こ
と
を

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
い
、物
理
的
な

バ
リ
ア
フ
リ

ー
と
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー

の
２
つ
の
考

え
方
を
組

み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、初

め
て
バ
リ
ア
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子
さ
ん（
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設

長
）を
は
じ
め
と
し
た
、12
人
の
委
員
で
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に
、障
害
の
あ
る

人
の
地
域
で
の
生
活
支
援
に
視
点
を
置

き
、各
委
員
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
部
会
で
は
、障
害
の
あ
る
人

が
、安
心
し
て
ま
ち
へ
出
か
け
る
た
め
に

必
要
な
も
の
は「
情
報
」で
は
な
い
か
と
考

え
、昨
年
度
か
ら
、障
害
の
あ
る
人
に
は

ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要
か
、ど
の
よ
う

な
形
で
提
供
で
き
る
か
、情
報
を
ど
う
収

集
す
る
か
な
ど
、「
バ
リ
ア
」に
関
す
る
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

〈
地
域
マ
ッ
プ
を
作
成
〉

検
討
の
結
果
、一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し

て
、市
の
中
で
も
特
に
店
舗
や
企
業
が
密

集
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
徳
山
駅
北
口
か
ら
東
へ

広
が
る
銀
座
通
、銀
南
街
な
ど
の
中
心
市

街
地
を
対
象
と
し
た「
地
域
マ
ッ
プ
」を
作

成
し
、エ
リ
ア
内
に
あ
る
各
店
舗
の
詳
細

な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

作
成
に
当
た
っ
て
は
、実
行
委
員
会
を

組
織
し
、障
害
の
あ
る
人
や
街
な
か
で
活

動
す
る「
ま
ち
あ
い
徳
山
」や「
徳
山
商
工

会
議
所
青
年
部
」も
加
わ
り
、人
の
輪
、人

の
知
恵
と
力
、マ
ン
パ
ワ
ー
で
の
マ
ッ
プ
作

り
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、市
内
の
障
害
者
施
設
、障
害

者
団
体
、総
合
支
援
学
校
へ「
マ
ッ
プ
作
り

ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、載
せ
て
ほ
し
い

情
報
や
中
心
市
街
地
の
口
コ
ミ
情
報
な
ど

を
収
集
し
、約
２
５
０
件
の
要
望
、情
報
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
載
せ
て
ほ
し
い
情
報

○
ゆ
っ
く
り
座
れ
る
と
こ
ろ

○
使
い
や
す
い
駐
車
場

○
お
い
し
い
食
べ
物
の
あ
る
店
舗

○
車
椅
子
で
使
え
る
ト
イ
レ

○
盲
導
犬
が
入
れ
る
店
舗

こ
れ
を
見
る
と
、こ
の
よ
う
な
情
報
は
、

障
害
の
あ
る・
な
い
に
関
係
な
く
、誰
も
が

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。障
害
の
あ
る
人
も
ご
く
当
た

り
前
の
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
基
に
、マ
ッ
プ

に
掲
載
す
る
情
報
を
整
理
し
、中
心
市
街

地
の
店
舗
を
取
材
し
ま
し
た
。

取
材
で
は
、ま
ず
店
舗
の
入
り
口
の
幅

を
測
り
、ド
ア
が
手
動
か
自
動
か
、段
差
が

障害者に聞いてみました
私たちの思いや願い

●歩道などにある視覚
障害者用の点字ブロッ
クの上に、自転車や荷物
が置かれていることが
あり、困ります。転倒して

けがをすることもあり、大変危険です。
●点字の表示や音声の出るジュースの自
動販売機があると便利だと思います。

●漢字が苦手です。メニ
ューなどは、写真やイラ
ストがあるとよく分かる
し、振り仮名があると助
かります。

●お金の計算が苦手です。プリペイドカー
ドや電子マネーの設備があると便利です。

視覚障害者

知的障害者

▲

実
際
に
配
布
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト店舗の入口を測る様子

■障害者手帳の交付状況
身体障害者手帳 ５,４３２人
療育手帳（知的障害） １,０００人
精神保健福祉手帳 ６５８人

（平成24年４月１日現在）

2012.12.15

障害のある人
もない人も住
みやすいまち
づくりについ
ての協議

教育課程にお
いての個別の
支援計画の推
進、余暇活動
の場について
などの協議

障害のある人
の就労促進、
工賃の向上な
どについての
協議

相談支援によ
って抽出され
た地域の課題
を整理し、必要
があれば他部
会へ課題提起

地域生活部会 教育部会 就労部会 相談支援会議

周南市地域自立支援協議会

専門部会



あ
れ
ば
何
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
、ス
ロ
ー
プ

は
あ
る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。店
の

人
に
も
話
を
聞
き
、障
害
の
あ
る
人
の
来

店
に
際
し
、ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
、

ま
た
逆
に
で
き
な
い
こ
と
は
あ
る
か
な
ど
、

生
の
声
を
集
め
ま
し
た
。

「
入
口
に
階
段
が
あ
る
の
で
、車
椅
子
で

の
入
店
が
困
難
で
す
が
、店
員
が
車
椅
子

を
抱
え
て
入
店
が
で
き
ま
す
」「
子
ど
も
同

伴
の
お
客
さ
ん
の
た
め
に
、２
階
に
託
児
ス

ペ
ー
ス
を
計
画
中
」と
い
う
店
舗
が
あ
り
、

こ
れ
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、他
の
店
舗
で
、車
椅
子
で
の
動
き

を
考
え
て
、テ
ー
ブ
ル
の
高
さ
を
測
る
と
、

お
店
の
人
が「
こ
の
高
さ
で
大
丈
夫
で
す

か
」と
聞
い
て
き
ま
す
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
、

う
れ
し
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

地
域
マ
ッ
プ
は
、12
月
初
旬
に
は
完
成

す
る
予
定
で
す
。情
報
の
更
新
や
掲
載
す

る
店
舗
の
増
加
な
ど
を
考
え
て
、公
開
方

法
は
基
本
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行

う
予
定
で
す
。

視
覚
障
害
の
あ
る
人
へ
の
提
供
方
法

や
、紙
面
で
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
協
議
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

地
域
生
活
部
会
で
は
、地
域
マ
ッ
プ
と

い
う「
成
果
物
」を
得
る
過
程
で
、さ
ま
ざ

ま
な「
副
産
物
」を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

マ
ッ
プ
作
成
を
通
じ
て
、人
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。実
行
委
員
の
皆
さ
ん
や
、

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち
と
い

ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
ま
し
た
。出
来
上
が

っ
た
マ
ッ
プ
が
、さ
ら
に
そ
の
輪
を
広
げ
て

く
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
広
め
る
た

め
に
も
、こ
の
よ
う
な
き
っ
か
け
は
重
要
で

す
。支
え
合
い
、地
域
が
つ
な
が
る
た
め
の

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

市地域自立支援協議会、市社会福祉協議会と共
催で、障害者の福祉を考える集いを開催します。
障害のある人たちの望む、自立生活を実現するためのケアマネ

ジメント（福祉などのサービスと本人のニーズをつなぐこと）とは
本来どのようなものなのでしょうか？また、ケアマネジメントの中
で地域はどのように関わり、支えるネットワークを展開すべきなの
でしょうか？障害のある人もない人も一緒に考えてみませんか？

障害者の福祉を
考える集い

日 時　１２月９日（日）１３時３０
分～１６時（１２時３０分受付）
場所　県周南総合庁舎
内 容　▼１３時３０分～開会行
事▼１３時４５分～市地域自
立支援協議会、各専門部
会の活動紹介▼１４時～講
演「障害のある人たちが地
域社会で生きる意味と意

義」～障害者ケアマネジメ
ントと地域でのささえ～▽
講師／谷口明広さん（大学
教授）
※ 手話通訳、要約筆記があり
ます。
※ 同時開催として、各総合支
援学校の創作作品の展示
を予定しています。

▲地域マップ作成の様子

障害者
週間の
催し

相談支援センター
◎総合相談支援センターぱれっと（久米752-4）
対 象　身体障害・知的障害
問合せ　☎0834-29-3294
◎地域生活支援センターウイング（泉原町10-1）
対 象　精神障害
問合せ　☎0834-21-4573
◎ 相談支援センターしょうせい苑（下松市）
対 象　知的障害
問合せ　☎0833-43-9810

障害者支援課障害者支援担当
　 ☎0834-22-8463
◎新南陽総合支所健康福祉課
 ☎0834-61-4113
◎熊毛総合支所市民福祉課
 ☎0833-92-0012
◎鹿野総合支所市民福祉課
 ☎0834-68-2332

相談の窓口について

問合せ
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2012.12.17

問
合
せ

住
宅
課
住
宅
企
画
担
当
☎
０
８
３
４

‐
22
‐
８
３
３
４

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
人

に
、無
料
で
耐
震
診
断
員
の
派
遣
を
行
い

ま
す
。

対
象
者
　
次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

●
対
象
に
な
る
住
宅
の
所
有
者

●
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

対
象
に
な
る
住
宅
　
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
住
宅

●
市
内
に
あ
る
一
戸
建
て
の
住
宅

● 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

● 

在
来
軸
組
工
法
、枠
組
壁
工
法
ま
た
は

伝
統
工
法
で
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

●
階
数
が
３
階
以
下
の
も
の

● 

併
用
住
宅（
居
住
部
分
と
業
務
部
分
が

併
存
し
て
い
る
住
宅
）の
場
合
は
、居
住

部
分
の
床
面
積
が
、延
べ
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
を
占
め
る
こ
と

※ 

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
が
あ

る
場
合
は
、対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

募
集
戸
数
　
25
戸

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
実
施
す
る
人

に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
の

要
件
に
該
当
す
る
人

対
象
に
な
る
住
宅
　
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
業
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅

対
象
に
な
る
耐
震
改
修
　
次
の
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
耐
震
改
修

● 

住
宅
の
所
有
者
が
実
施
す
る
耐
震
改
修

● 

建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建
築
士

が
、日
本
建
築
防
災
協
会
発
行
の「
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」に

よ
り
行
っ
た
耐
震
診
断
の
結
果
、上
部

構
造
評
点
が
1.0
未
満
と
さ
れ
た
住
宅

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

申
請
窓
口

を
1.0
以
上
と
す
る
耐
震
改
修

補
助
金
の
額
　
耐
震
改
修（
補
強
工
事
お

よ
び
補
強
工
事
に
係
る
設
計
、監
理
）に
要

す
る
費
用（
消
費
税
な
ど
相
当
額
を
除
く
）

の
３
分
の
２
以
内
の
額
で
、30
万
円
を
上
限

募
集
戸
数
　
５
戸

●
住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す

▲

耐
震
化
促
進
事
業
　

http://
w
w
w
.city.shunan.lg.jp/sec

tion/jutaku/jutakukikaku/
taisintp_1.htm

l

地
震
か
ら「
わ
が
家
」を
守
る

木
造
住
宅
の
耐
震
化

市
で
は
、木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

耐
震
診
断
は
、

耐
震
化
へ
の
第
一
歩

申込受付中！！
平成25年1月31日（木）まで
過去に同一の事業で、補助金な
どを受けている場合は、対象にな
りません



市
長

随
想

みんなのひろば

現
在
、美
術
博
物
館
で
は「
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
え
か
き
に
な
り
た
か

っ
た
ー
安
野
光
雅
展
」を
開
催
中
で

す
。既
に
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。私
も
鑑
賞
さ

せ
て
い
だ
き
ま
し
た
が
、淡
い
色
調

の
柔
ら
か
な
画
風
の
中
に
、独
特
の

ユ
ー
モ
ア
も
ち
り
ば
め
ら
れ
た
不

思
議
な
世
界
に
、思
わ
ず
引
き
込
ま

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

安
野
さ
ん
は
、国
際
児
童
文
学
賞

で
最
も
栄
誉
あ
る「
国
際
ア
ン
デ
ル

セ
ン
賞
」を
受
賞
さ
れ
た
世
界
的
な

絵
本
画
家
で
す
。文
化
向
上
へ
の
多

大
な
功
績
か
ら
、今
年
、国
の
文
化

功
労
者
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
著
名
な
画
家
、安
野
光
雅

さ
ん
で
す
が
、実
は
、本
市
と
非
常

に
深
い
関
わ
り
を
お
持
ち
で
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

安
野
さ
ん
は
、終
戦
直
後
か
ら
の

約
５
年
間
を
、両
親
の
疎
開
先
で
あ

る
四
熊
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。市
役

所
の
土
木
課
で
、戦
後
の
焼
け
跡
を

測
量
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、代

用
教
員
と
し
て
加
見
小
学
校（
現
菊

川
小
学
校
）で
教
鞭
を
と
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。結
婚
式
を
挙
げ
た
の
も

市
内
の
八
幡
宮
な
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く

と
、安
野
さ
ん
と
私
た
ち
周
南
市
民

の
距
離
も
ぐ
っ
と
縮
ま
り
、親
し
み

す
ら
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。

教
員
採
用
に
当
た
っ
て
は「
ピ
ア

ノ
を
弾
け
ま
す
か
」と
聞
か
れ
、思

わ
ず「
は
い
！
」と
言
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
に
、慌
て
て「
オ
ル
ガ
ン
教
則

本
」を
借
り
て
猛
特
訓
を
す
る
羽
目

に
な
っ
た
の
だ
と
か
。

真
面
目
で
、ユ
ニ
ー
ク
で
さ
り
げ

な
い
優
し
さ
に
満
ち
た
、安
野
さ
ん

の
そ
の
人
柄
が
、私
は
大
好
き
で
す
。

美
術
博
物
館
で
の
展
覧
会
は
、１

月
14
日
ま
で
。作
風
も
人
柄
そ
の
ま

ま
の
魅
力
あ
ふ
れ
る「
安
野
ワ
ー
ル

ド
」を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

安
野
光
雅
さ
ん
の

こ
と

「
大
賞
を
頂
い
た
の
は
、陶
芸

を
続
け
て
き
た
こ
と
に

対
す
る
、ご
褒
美
な
の
か
な
と
思
い

ま
す
」と
話
す
の
は
、市
美
術
展
で

大
賞
に
選
ば
れ
た
、彩さ
い

土ど

化け
し
ょ
う粧

蓮は
す

文も
ん

壺つ
ぼ

の
作
者
、山
根
公
子
さ
ん
で
す
。

　
今
回
の
美
術
展
は
、平
面
、立
体
、

書
、写
真
の
4
部
門
に
２
６
８
点
の

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。山
根

さ
ん
は
、平
成
16
年
か
ら
毎
年
、作

品
を
出
展
し
て
お
り
、準
大
賞
を
受

賞
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　「
審
査
員
の
方
の
批
評
か
ら
、自

分
で
気
付
か
な
か
っ
た
作
品
の
魅
力

や
表
現
す
る
方
向
性
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
、励
み
に
な
り
ま
す
」と

話
す
山
根
さ
ん
は
、約
20
年
前
に
陶

芸
を
始
め
ま
し
た
。家
事
や
家
庭
菜

園
の
手
入
れ
な
ど
を
し
な
が
ら
、陶

芸
サ
ー
ク
ル
で
創
作
を
続
け
る
山
根

さ
ん
の
作
品
は
、身
近
な
自
然
の
美

し
さ
な
ど
、生
活
の
中
で
感
じ
た
こ

と
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
主
婦
な
の
で
、創
作
だ
け
に
没

頭
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、忙
し

い
中
で
工
夫
し
て
作
品
を
作
る
こ
と

は
、む
し
ろ
楽
し
く
感
じ
ま
す
。無
心

で
土
に
触
れ
る
こ
と
は
、心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
も
な
り
ま
す
」と
、陶
芸
の

魅
力
を
話
し
ま
す
。

　「
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
先
生
方

を
は
じ
め
、サ
ー
ク
ル
の
仲
間
や
家

族
の
理
解
の
お
陰
で
、陶
芸
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。続
け
て
初

め
て
分
か
る
こ
と
が
あ
り
、次
々
に

課
題
が
見
つ
か
る
の
も
魅
力
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、健
康
に
気
を
付
け
て
、

作
品
を
作
り
た
い
で
す
」と
話
す
山

根
さ
ん
は
、よ
り
良
い
作
品
を
め
ざ

し
て
、創
作
を
続
け
ま
す
。

山根さんの作品、彩土化粧蓮文壺。
安定感のある形と、優美なハスの葉と実の
絵が評価されました

周
南
市
長  

木
村
健
一
郎

　

生活から生まれるものを
形にしたい

第10回 周南市美術展 2012
大賞受賞

山
やま

根
ね

 公
きみ

子
こ

さん 
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子どもを主役とした祭りが、熊毛地域で開催され、工作など
の遊び体験や屋台、ステージイベントなどの催しが行われまし
た。地域のボランティアにより運営される、この祭りには、熊毛中
学校の生徒約200人も参加し、積極的に活動していました。参
加した子どもたちは、空き缶と交換できるこども通貨「G

ゲ ン

EN
K
キ

I」を使い、さまざまなコーナーを楽しそうに回っていました。

地元が誇る特産品などが数多く並ぶ、恒例の物産展が
開催されました。会場では、多くのステージイベントやもち
まき大会、ミニ動物園など、多彩な催しが行われました。４
日のミニSL乗車体験では、蒸気を上げて走るミニSLに、子
どもたちの目はくぎ付け。見守る保護者の皆さんは、子ど
もたちが喜ぶ姿に、頬をゆるめていました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

子どもが主役、地域のふれあいまつり

家族で楽しむ、ふるさとの魅力

周南冬のツリーまつりの点灯セレモニーが、例年より１か
月早い11月２日（金）に、徳山駅前ロータリーで開催されま
した。カウントダウンの後、駅前は一斉にライトアップされ、
周南少年少女合唱団による合唱やブラスバンド演奏で、会
場は一足早いクリスマスムードに包まれました。周南の街
を彩るツリーは、12月25日（火）まで点灯されます。

今年は１か月長く楽しめる、冬の風物詩

こどもゆめまつりin
くまげ

場所：ゆめプラザくま
げ周辺10

28

周南冬のツリーまつり

場所：徳山駅前周辺
、青空公園11

2

新南陽ふるさとふれあい物
産展

場所：新南陽体育館
とその周辺

２日間行われたのんた祭。土曜日は、銀座通がよさ
こいを華やかに踊る若者と、見物の人で溢れました。
その他にも、コンサートやフリーマーケットなどあり、
多彩な催しで盛り上がりました。日曜日は、サブカル
チャーイベントを開催。両日共、徳山駅前商店
街や青空公園などに、多くの人が訪れ、
大きなにぎわいを見せました。

にぎわい満喫！周南の秋のお楽しみにぎわ 満喫！周南の秋のお楽

徳山のんた祭
場所：徳山駅前商店

街、青空公園10
27∙28

園

11
3 ∙42012.12.19



平成
23年度

　
保
険
給
付
費
は
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
と
き
に
掛
か
る
費
用
の
９
割
分

（
保
険
給
付
費
分
）や
、自
己
負
担
額
が
一
定

額
を
超
え
た
場
合
に
、高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
な
ど
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
23
年
度
の
保
険
給
付
費
は
、93
億

４
５
１
３
万
円（
22
年
度
比
１
０
４
・
６
％
）

に
な
り
ま
し
た
。保
険
給
付
費
は
、歳
出
の

総
額
98
億
９
３
５
万
円
の
95
％
を
占
め
て

お
り
、歳
出
の
ほ
と
ん
ど
が
、介
護
が
必
要

な
人
た
ち
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
支
援
事
業
は
、介
護
予
防
の
た
め

の
事
業
や
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
で

も
、地
域
で
自
立
し
て
日
常
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
事
業
に
支
払
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　
総
務
費
は
、人
件
費
や
保
険
料
の
徴
収

に
掛
か
る
事
務
費
、介
護
認
定
審
査
会
な

ど
の
た
め
の
経
費
で
す
。

　
ま
た
、保
険
給
付
費
な
ど
の
増
加
に
備

え
て
積
み
立
て
る
基
金
積
立
金
や
、22
年

度
の
国
庫
・
県
支
出
金
の
精
算
に
伴
う
返

還
金
を
そ
の
他
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
１
億
９
４

２
８
万
円
は
、24
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

歳
出
の
状
況

　
平
成
23
年
度
の
歳
入
総
額
は
、１
０
０

億
３
６
３
万
円
で
す
。そ
の
う
ち
、65
歳
以

上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）が
納
め
た
介

護
保
険
料
は
16
億
１
１
５
０
万
円
で
、歳

入
全
体
の
16
％
を
占
め
て
い
ま
す
。（
収
納

率
96
・
５
％
）

　
40
歳
〜
64
歳
の
人（
第
２
号
被
保
険

者
）が
納
め
た
介
護
保
険
料
で
あ
る
支
払

基
金
交
付
金
は
、28
億
３
７
０
５
万
円
で
、

歳
入
全
体
の
28
％
で
す
。

　
第
１
号
被
保
険
者
と
第
２
号
被
保
険

者
の
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
る
と
、44
億

４
８
５
５
万
円
で
、歳
入
全
体
の
44
％
を

占
め
、歳
入
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ

て
い
ま
す
。

● 

基
金
繰
入
金
…
平
成
21
〜
23
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
分
を
補
う

た
め
、介
護
給
付
費
準
備
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
た
も
の

● 

調
整
交
付
金
…
国
が
市
町
村
間
の
財

政
力
の
格
差
を
調
整
す
る
た
め
に
交

付
す
る
も
の

● 

国
庫
・
県
支
出
金
…
国
・
県
が
保
険
給

付
費
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
費
に
対
し

て
、一
定
の
基
準
に
基
づ
い
て
交
付
す

る
も
の

● 

市
負
担
金
…
市
の
一
般
会
計
か
ら
一
定

の
基
準
に
基
づ
き
繰
り
入
れ
た
も
の

歳
入
の
状
況

歳出
98億
935万円

その他
5,147万円
（1％）

総務費
1億9,661万円
　　　　（2％）

保険給付費
93億4,513万円
（95％）

地域支援事業費
2億1,614万円
（2％）

歳入
100億
363万円

調整交付金
4億9,855万円（5％）

諸収入
3,492万円（1％）

介護保険料
16億1,150万円
（16％）
基金繰入金
5億1,088万円
（5％）

支払基金交付金
28億3,705万円
（28％）国庫支出金

16億3,871万円
（16％）

県支出金
14億6,611万円
（15％）

県支出金
14億6,611万円
（15％）

市負担金
12億838万円
（12％）

その他繰入金
1億9,753万円
（2％）
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介護保険、ここが聞きたい！

Q　介護保険サービスを利用し
たいのですが、どのような手続

きが必要ですか？

A　介護保険サービスを利用す
るときは、申請をして要介護認

定を受ける必要があります。
この申請は、市の窓口（高齢者支援
課または総合支所・支所）で、本人ま
たは家族が申請します。いきいきサポ
ート（地域包括支援センター）などに申
請を代行してもらうこともできます。
申請には、介護保険被保険者証が

必要です。（４０歳～６４歳の人は、加入
している医療保険証の写し）
申請後は、訪問調査や審査会を行

い、要介護認定結果が出ます。
認定の結果、要支援の人はいきい

きサポート（地域包括支援センター）、
要介護の人は居宅介護支援事業所な
どに相談し、ケアプラン（介護サービ
ス計画）を作成することでサービスの
利用ができます。

介
護
保
険
制
度
は
、高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
の
収
支
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
収
支
状
況

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
介
護
給
付
・
保
険
料

担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８
４
６
７
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昭
和
57
年
11
月
２
日
に
開
館
し
た
文
化

会
館
は
、こ
の
た
び
開
館
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

徳
山
藩
主
の
館
跡
と
い
う
由
緒
あ
る
地

に
、美
術
・
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
建
設

さ
れ
、そ
の
後
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
県
外
に
も
名
を
知
ら
れ
る
有
数
の

ホ
ー
ル
へ
と
育
ち
ま
し
た
。

こ
け
ら
落
し
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
に
よ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
に
始
ま
り
、30
年

の
間
、歌
舞
伎
な
ど
の
演
劇
や
時
代
を
代

表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
、多
彩
な
公
演
や
ス
テ
ー
ジ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、市
民
を
は
じ
め
多
く
の
人

地
震
や
津
波
、台
風
、豪
雨
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、的
確
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
て
、閲

覧
し
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、災
害
発
生
時
の
情
報
提
供

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、９
月
11
日

（
火
）、ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と「
災
害
に
係

る
情
報
発
信
等
に
関
す
る
協
定
」を
無

償
で
締
結
し
ま
し
た
。

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
自
治
体
と
の
協

定
締
結
は
、中
国
地
区
で
は
初
め
て
に

な
り
ま
す
。

の
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、そ

の
心
を
満
た
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、地
域
で
の
文
化
活
動
発
表
の
場

と
し
て
も
活
発
に
利
用
さ
れ
、市
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

開
館
以
来
、市
内
で
の
文
化
活
動
の
高

ま
り
や
、優
れ
た
芸
術
文
化
公
演
の
開
催

に
よ
っ
て
、来
館
者
数
は
８
０
０
万
人
を
超

え
ま
し
た
。こ
の
た
び
、開
館
30
周
年
記

念
事
業
と
し
て「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、多
く
の
人
に
祝
福
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、県
内
外
か
ら
多
く
の
人
を
迎

え
る
た
め
、本
市
の
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、

多
彩
な
催
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

協
定
の
主
な
内
容

● 

ア
ク
セ
ス
の
集
中
が
予
想
さ
れ
る

災
害
発
生
時
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ト（
複
製
サ
イ

ト
）を
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
に
掲
載
し

て
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
ー
バ
ー
の

負
荷
を
軽
減
す
る
。

● 

市
内
の
避
難
所
情
報
を
ヤ
フ
ー
ジ
ャ

パ
ン
に
掲
載
す
る
。

避
難
所
の
検
索
方
法

○ 

Ｙａ
ｈｏｏ
！
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
地
図

↓「
周
南
市
　
避
難
所
」（

http://
yahoo.jp/949q1H

）

○ 

Ｙａ
ｈｏｏ
！
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
天
気

↓
避
難
所
マ
ッ
プ（

http://cris
is.yaho

o
.co
.jp
/shelter/

m
ap/

）

こ
れ
か
ら
も
、災
害
発
生
時
の
情
報

発
信
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
避
難
所
情
報
な
ど

を
確
認
し
て
、行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

広
報
情
報
課
広
報
担
当
☎
０
８
３
４‐22

‐８
２
３
２
、防
災
危
機
管
理
課
防
災
危

機
管
理
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
２
０
８

災
害
へ
の
備
え
の
た
め

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
協
定
を
締
結

文
化
会
館

開
館
30
周
年

問
合
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
担
当
☎
０
８

３
４‐22‐８
６
２
２

落成時の
外観

NHKのど自慢予選会

十二代目市川團十郎襲名披露

平成24年成人式



市
・
県
民
税
な
ど
の

税
務
申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
の
日
程
と
会
場

日
時
　
平
成
25
年
2
月
8
日（
金
）

〜
3
月
15
日（
金
）9
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
き
ま
す
。

場
所
　
ピ
ピ
５
１
０
（
駐
車
場
の

優
待
措
置
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）

市
・
県
民
税
申
告

● 

平
成
25
年
１
月
30
日（
水
）〜
３
月

15
日（
金
）は
、市
役
所
本
庁
舎
で

の
申
告
や
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

● 

各
総
合
支
所
や
各
支
所
な
ど
で

の
日
程
は
、平
成
25
年
1
月
30
日

（
水
）〜
3
月
13
日（
水
）の
申
告
相

談
巡
回
日
で
行
い
ま
す
。詳
し
く

は
、市
広
報
1
月
15
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当
☎

０
８
３
４-

22-

８
２
７
３

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

● 

期
間
中
、徳
山
税
務
署
に
お
け

る
、申
告
書
の
作
成
指
導
な
ど
は

行
い
ま
せ
ん
。

● 

平
成
25
年
1
月
4
日（
金
）〜
2

月
7
日（
木
）8
時
30
分
〜
17
時

は
、徳
山
税
務
署
で
還
付
申
告
の

み
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
　
徳
山
税
務
署
☎
０
８
３
４

‐21‐１
０
１
０

農
業
申
告

農
業
申
告
に
は
、農
業
収
支
内
訳

書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

農
業
収
支
内
訳
書
は
、税
務
署
、課

税
課
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
生
活

課
、熊
毛
・
鹿
野
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
、各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。申

告
の
際
は
、収
支
内
訳
書
を
全
て
記

入
し
た
上
で
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
所
得
者
の

申
告
手
続
き（
所
得
税
）

次
の
要
件
、全
て
に
該
当
す
る
年

金
所
得
者
は
、確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
書
の
提
出
は
可
能
で
す
。

※ 

市
・
県
民
税
は
、全
て
の
所
得
に
つ

い
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

要
件
　
▼
平
成
24
年
中
の
公
的
年
金

な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
の
人
▼
そ
れ
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
の
人

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当

☎
０
８
３
４-

22-

８
２
７
３

市
・
県
民
税
の
生
命
保
険
料

控
除
が
変
わ
り
ま
す

今
回
の
改
正
で
は
、生
命
保
険
料

控
除
の
合
計
適
用
限
度
額
の
7
万

円
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、従
来

の
一
般
生
命
保
険
料
控
除
と
個
人

年
金
保
険
料
控
除（
改
正
前
適
用
限

度
額
：
各
3
万
５
０
０
０
円
）に
、介

護
医
療
保
険
料
控
除
が
新
設
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
控
除
の
適
用
限

度
額
が
2
万
８
０
０
０
円
に
変
更
さ

れ
ま
す
。一
般
生
命
保
険
料
控
除
と

個
人
年
金
保
険
料
控
除
、介
護
医
療

保
険
料
控
除
を
合
計
し
た
控
除
適

用
限
度
額
が
7
万
円
に
な
り
ま
す
。

控
除
額
の
計
算
方
法
に
つ
い
て

は
、表
の
と
お
り
で
す
。

新
契
約
と
旧
契
約
の
双
方
に
つ
い
て

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

年間の支払保険料等 控除額 

12,000円以下 全額

12,000円超32,000円以下 支払保険料等÷2＋  6,000円 

32,000円超56,000円以下 支払保険料等÷4＋14,000円 

56,000円超 28,000円（上限） 

年間の支払保険料等 控除額 

15,000円以下 全額

15,000円超40,000円以下 支払保険料等÷2＋  7,500円 

40,000円超70,000円以下 支払保険料等÷4＋17,500円 

70,000円超 35,000円（上限） 

①平成24年1月1日以後に締結した保険契約等(新契約)

②平成23年12月31日以前に締結した保険契約等(旧契約)

合
の
控
除
額
の
計
算

新
契
約
と
旧
契
約
の
双
方
の
支

払
保
険
料
に
つ
い
て
、一
般
の
生
命

保
険
料
控
除
ま
た
は
個
人
年
金
保

険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

の
控
除
額
は
、そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
お

よ
び
イ
の
金
額
の
合
計
額（
上
限
２

万
８
０
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。

ア 

新
契
約
の
支
払
保
険
料
に
つ
い
て

は
、上
記
①
の
表
に
よ
り
計
算
し

た
金
額

イ 

旧
契
約
の
支
払
保
険
料
に
つ
い
て

は
、上
記
②
の
表
に
よ
り
計
算
し

た
金
額

※ 

上
記
の
計
算
で
算
出
さ
れ
た
一
般

生
命
保
険
料
控
除
と
個
人
年
金

保
険
料
控
除
、さ
ら
に
介
護
医
療

保
険
料
控
除
を
合
計
し
た
控
除

適
用
限
度
額
が
7
万
円
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、旧
契
約
の
み
で
計
算
し

た
方
が
控
除
額
が
高
く
な
る
場
合

は
、旧
契
約
の
み
を
納
税
者
が
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
12
月
11
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐92‐０
０
０
８

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
12
月
20
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
２
１
５

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
、苦

情
や
要
望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
12
月
10
日（
月
）９
時
〜
12
時

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
12
月
11
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催

日
時
　
12
月
12
日（
水
）10
時
〜
12
時

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
12
月
20
日（
木
）10
時
〜
12

時
、13
〜
15
時

問
合
せ
　
生
活
安
全
課
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
２
０

住
宅
無
料
相
談
会

建
物
の
新
築
や
増
改
築
、耐
震
化

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
12
月
８
日（
土
）・
22
日（
土
）

13
時
〜
16
時

場
所
　
市
民
館

問
合
せ
　
住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
３
３
４
、県
建
築

士
会
徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐
28‐５

２
２
６

無
料
法
律
相
談

日
時
　
12
月
19
日（
水
）9
時
〜
12
時

場
所
　
新
南
陽
総
合
支
所

相
談
員
　
弁
護
士

定
員
　
12
人（
受
け
付
け
順
）

申
込
み
　
12
月
10
日（
月
）8
時
30

分
か
ら
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
生

活
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
１
０
４

子
育
て

単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
追
加
接
種

単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
追
加
接
種（
４
回
目
）が
、定
期
接
種

（
無
料
）で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

対
象
　
生
後
３
か
月
〜
７
歳
６
か
月

未
満
で
、初
回
接
種（
３
回
）が
終
了

し
て
い
る
人

接
種
方
法
　
皮
下
接
種

接
種
間
隔
・
回
数
　
初
回
接
種
か
ら

12
か
月
〜
18
か
月
後（
最
低
6
か
月

後
）に
1
回

※ 

こ
の
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、

7
歳
６
か
月
ま
で
の
間
で
あ
れ
ば
、

相
談

国
民
健
康
保
険
料

夜
間
納
付
相
談
窓
口

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、国
民

健
康
保
険
料
を
納
期
限
内
に
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
な
ど
の
、夜

間
納
付
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
10
日（
月
）〜
20
日（
木
）

17
時
15
分
〜
19
時（
土
・
日
曜
日
は
、

除
く
）

場
所

保
険
年
金
課

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
徴
収
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
３
１
３

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
12
月
10
日（
月
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐68‐２
３
３
１

お
知
ら
せ

対
象
　
交
通
遺
児
の
保
護
者

で
、本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
が
あ
る
人

※ 

保
護
者
が
再
婚（
婚
姻
と
同

様
の
状
態
に
あ
る
場
合
を
含

む
）し
た
場
合
は
、対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

支
給
額
　
▼
激
励
金
…
▽
小
・

中
学
校
お
よ
び
高
校
な
ど
に
就

学
し
て
い
る
交
通
遺
児
１
人
に

つ
き
３
万
円
▽
義
務
教
育
就
学

前
の
交
通
遺
児
１
人
に
つ
き
２

万
円
▼
入
学
祝
い
金
…
小
・
中

学
校
な
ど
に
来
春
入
学
す
る
交

通
遺
児
１
人
に
つ
き
３
万
円
▼

卒
業
祝
い
金
…
中
学
校
な
ど
を

来
春
卒
業
す
る
交
通
遺
児
１
人

に
つ
き
５
万
円

申
請
書
類
　
①
所
定
の
申
請
書

②
死
亡
し
た
交
通
遺
児
の
保
護

者
の
交
通
事
故
証
明
書（
写
し
）

③
死
亡
し
た
交
通
遺
児
の
保
護

者
の
死
亡
診
断
書（
写
し
）④
交

通
遺
児
と
支
給
を
受
け
る
保
護

者
と
の
関
係
を
証
明
す
る
戸
籍

（
除
籍
）全
部
事
項
証
明

※
平
成
23
年
度
に
、激
励
金
な

ど
の
支
給
を
受
け
た
人
は
、②

③
を
省
略
で

き
ま
す
。

申
請
期
限
　
平
成
25
年
１
月
31

日（
木
）

※ 

平
成
25
年
１
〜
３
月
に
交
通

遺
児
の
保
護
者
に
な
っ
た
人

は
、そ
の
事
実
の
発
生
し
た

日
か
ら
１
か
月
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
遺
児
す
こ
や
か
基
金

交
通
事
故
に
よ
っ
て
、保
護

者
を
失
っ
た
児
童
な
ど
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
い
、交
通
遺
児
を
激
励

す
る
た
め
に
、交
通
遺
児
す
こ

や
か
基
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

趣
旨
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
ず
れ
も

申
請
場
所
　
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー

内
交
通
安
全
対
策
推
進
協

議
会
☎
０
８
３
４‐
28
‐
３
３
１
３

※ 

毎
週
月
曜
日
、12
月
23
日（
祝
）、

28
日（
金
）〜
平
成
25
年
１
月

４
日（
金
）、15
日（
火
）は
休
館

で
す
。

問
合
せ
　
生
活
安
全
課
生
活
安
全

担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８
２
４
０

交
通
遺
児
激
励
金
な
ど
を
支
給
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接
種
が
で
き
ま
す
。

費
用
　
無
料

場
所
　
受
託
医
療
機
関

持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳

問
合
せ
　
健
康
増
進
課
企
画
調
整

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
５
５
２

お
知
ら
せ

県
民
手
帳
を
販
売
中

事
前
に
、県
民
手
帳
を
申
し
込
ん

で
い
る
人
は
、代
金
５
０
０
円
を
持
参

し
て
、広
報
情
報
課
や
各
総
合
支
所
、

各
支
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、余
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
に
、代
金
引
き
換
え
で

販
売
し
ま
す
。

問
合
せ
　
広
報
情
報
課
統
計
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
２
６
３

周
南
地
区
衛
生
施
設
組
合
の

建
設
工
事
等
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請

周
南
地
区
衛
生
施
設
組
合
が
、平

成
25
・
26
年
度
に
発
注
す
る
工
事
、

お
よ
び
物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
み
　
平
成
25
年
1
月
10
日

（
木
）〜
２
月
８
日（
金
）9
時
〜
16
時

30
分（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
、除
く
）

り（
13
時
〜
15
時
）…
小
型
の
小
鳥
用

の
巣
箱
製
作
▼
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ

た
紙
す
き（
13
時
〜
15
時
）…
牛
乳
パ

ッ
ク
で
ハ
ガ
キ
の
製
作
▼
便
利
ぶ
く

ろ
を
作
ろ
う（
13
時
〜
15
時
）…
不
要

に
な
っ
た
布
で
手
提
げ
袋
を
製
作

定
員
　
各
10
組（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
の
催
し
　
▼
環
境
ビ
デ
オ
上

映
▼
自
転
車
・
粗
大
ご
み（
リ
ユ
ー
ス

さ
れ
た
も
の
）の
展
示
即
売
▼
エ
コ
商

品
の
展
示
即
売
▼
ご
み
分
別
コ
ー
ナ

ー
…
違
反
ご
み
の
展
示
、問
い
合
わ

せ
の
多
い
ご
み
の
展
示
▼
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
見
学

い
ず
れ
も

申
込
み
　
12
月
7
日（
金
）〜
14
日

（
金
）９
時
〜
17
時
に
、住
所
・
氏
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
、電
話
で
、リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ペ
ガ
サ
ス
環
境
館
☎

０
８
３
４‐61‐０
３
０
２

キ
ャ
ン
ド
ル
ガ
ー
デ
ン
in

Ｐ
Ｈ
通
り
２
０
１
２

テ
ー
マ
は「
Ｐピ

ー

ス

ｅａｃｅ
＆
Ｈハ

ッ
ピ
ー

ａ
ｐ
ｐ

ｙ
＆
Ｌラ

ブ
ｏｖｅ
」。約
４
０
０
０
個
の
キ

ャ
ン
ド
ル
が
灯
り
、ぴ
ー
え
っ
ち
ど
お

り
が「
と
き
め
き
」の
空
間
に
変
わ
り

必
着
で
、申
請
書
を
、持
参
・
郵
送

（
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
）で
、〒
７
４
４‐０
０
６
１
下

松
市
大
字
河
内
３
４
０
周
南
地
区

衛
生
施
設
組
合
総
務
課
☎
０
８
３
３

‐43‐２
６
３
６

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

12
月
１
日
現
在
で
作
成
し
た
、定

時
登
録
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）

８
時
30
分
〜
17
時

場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
０
８
３
４‐22‐８
５
２
１

市
議
会
中
継
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
変
更

　
12
月
1
日（
土
）か
ら
、シ
テ
ィ
ー

ケ
ー
ブ
ル
周
南
で
の
市
議
会
中
継
の

放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
、１
１
１
チ
ャ
ン

ネ
ル（
リ
モ
コ
ン
番
号
11
）に
変
更
に

な
り
ま
す
。再
度
、チ
ャ
ン
ネ
ル
ス
キ

ャ
ン
に
よ
る
設
定
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
　
議
会
事
務
局
☎
０
８
３
４

‐
22‐８
５
０
２
、シ
テ
ィ
ー
ケ
ー
ブ
ル

周
南
☎
０
８
３
４‐21‐２
６
４
７

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
か
ら
３
か
月
ま
で
の

子
犬
の
譲
渡
会
で
す
。

日
時
　
12
月
16
日（
日
）９
時
〜
10
時

※ 

雨
天
の
場
合
は
、中
止
し
ま
す
。

犬
の
譲
渡
が
終
わ
ら
な
い
場
合

は
、12
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

場
所
　
大
迫
田
墓
地
前

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

３
２
２

保
健

献
血
日
程

日
時
と
場
所
　
▼
12
月
19
日（
水
）９

時
30
分
〜
11
時
…
や
ま
な
み
荘

▼

20
日（
木
）９
時
30
分
〜
12
時
…
県

周
南
総
合
庁
舎

▼
30
日（
日
）10
時

〜
12
時
、13
時
15
分
〜
16
時
…
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
周
南

※ 

30
日（
日
）は
、４
０
０
㎖
献
血
限

定
で
す
。

問
合
せ
　
生
活
支
援
課
福
祉
調
整

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４
６
５

催
し

周
南
市
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

対
象
　
市
内
に
在
住
の
小
学
生

日
時
　
12
月
25
日（
火
）10
時
〜
17
時

場
所
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ペ
ガ
サ
ス

環
境
館

内
容
　
▼
小
鳥
の
た
め
の
お
家
づ
く

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

市
で
は
施
設
の
統
廃
合
や
転

用
等
を
進
め
、将
来
の
財
政
運

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、（
仮

称
）周
南
市
公
共
施
設
再
配
置

計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

現
在
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
に

は
、個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

（
仮
称
）市
公
共
施
設
再
配
置
計

画（
案
）の
閲
覧

閲
覧
期
間
　
12
月
21
日（
金
）ま
で

閲
覧
場
所
　
行
政
改
革
推
進

室
、市
役
所
本
庁
市
民
さ
ろ
ん
、

各
総
合
支
所
情
報
公
開
窓
口
、

各
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
　
12
月
21
日（
金
）

ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
意
見
を
、持
参
・
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス・Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５

‐８
６
５
５
岐
山
通
1‐
1
行
政

改
革
推
進
室
☎
０
８
３
４‐
22
‐

８
２
０
２
・
０
８
３
４‐
22
‐
８

４
７
５
・

gyokaku@
city.

shunan.lg.jp

（
仮
称
）市
公
共
施
設
再
配
置
計
画（
案
）
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ま
す
。

ラ
イ
ブ
演
奏
、フ
ー
ド
コ
ー
ト
も

実
施
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
15
日（
土
）17
時
30
分
〜

20
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
、中
止
し
ま
す
。

場
所
　
ぴ
ー
え
っ
ち
ど
お
り
一
帯

問
合
せ
　
中
心
市
街
地
整
備
課
活

性
化
担
当
☎
０
８
３
４‐
27‐
０
０

７
０

ふ
る
さ
と
山
口
企
業
合
同
就
職

フ
ェ
ア 

県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
が
、企

業
の
概
要
な
ど
を
個
別
ブ
ー
ス
で
面

談
す
る
、就
職
フ
ェア
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
▼
平
成
25
年
3
月
に
、高
校

卒
業
予
定
の
人（
高
校
生
は
、学
校
を

通
じ
て
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
）

▼
平
成
25
年
3
月
に
、大
学
・
短
大
な

ど
を
卒
業
予
定
の
人
▼
求
職
中
の
人

日
時
　
12
月
18
日（
火
）▼
高
校
の
部

…
10
時
〜
12
時
▼
学
生（
高
校
生
以

外
）・
一
般
の
部
…
10
時
〜
12
時
30

分
、13
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
山

口
市
）

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
商
工
振
興
課
企
業
立
地
・

労
働
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
７

１
、県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３‐９
７
６‐１
１
４
５・

htt
p://w

w
w
.joby.jp/

市
民
活
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
ま
ぐ
ち
連
句
会
が
、何
人
か

で
五
・
七
・
五
、七
・
七
を
交
互
に
付

け
て
い
く
連
句
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。前

句
へ
の
付
け
句
の
、一
般
募
集
も
し

ま
す
。

日
時
　
12
月
２
日（
日
）〜
27
日（
木
）

▼
平
日
…
８
時
30
分
〜
22
時
▼
土
・

日
曜
日
・
祝
日
…
９
時
〜
20
時

※ 

12
月
４
日（
火
）・
18
日（
火
）は
、休

館
し
ま
す
。

入
場
料
　
無
料

場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
０
８
３
４‐
33‐７
７
０
０

子
ど
も
料
理
教
室

対
象
　
市
内
に
在
住
、ま
た
は
通
学

す
る
小
学
生

日
時
　
12
月
27
日（
木
）９
時
30
分

〜
13
時

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
自
分
の
食
や
健
康
、ま
た
自

ら
調
理
を
す
る
こ
と
に
興
味
や
関
心

を
持
ち
、実
践
で
き
る
機
会
と
し

て
、楽
し
い
食
育
ゲ
ー
ム
と
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
づ
く
り

定
員
　
25
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
３
０
０
円（
材
料
代
）

持
参
物
　
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
布
巾
１
枚
・
上
靴

申
込
み
　
12
月
５
日（
水
）〜
14
日

（
金
）に
、住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話

番
号
を
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、健
康

増
進
課
食
育
推
進
担
当
☎
０
８
３
４

‐
22‐８
５
５
３
・

０
８
３
４‐
22‐８

５
５
５

冬
の
わ
ん
ぱ
く
村

〜
冬
を
楽
し
む
少
年
の
集
い
〜

対
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

日
時
　
平
成
25
年
１
月
５
日（
土
）〜

７
日（
月
）の
２
泊
３
日

場
所
　
大
田
原
自
然
の
家

内
容
　
野
外
炊
事
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、班
旗
作
り
な
ど

定
員
　
50
人（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、抽
選
）

参
加
料
　
７
０
０
０
円（
食
費
・
写
真

代
・
保
険
料
な
ど
）

申
込
み
　
12
月
17
日（
月
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
学
校
・
学
年
・

電
話
番
号
・
保
護
者
氏
名
・
参
加
希

望
の
動
機
を
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５‐０
５
１
１
中

須
北
３
１
９
４
大
田
原
自
然
の
家

☎
・

０
８
３
４‐
89‐０
４
６
１・

ootabara@
ccsnet.ne.jp

お知らせ

期間　12月10日（月）～平成25年１月３日（木）
重点目標
子どもと高齢者の交通事故防止
▼高齢運転者標識（四つ葉マーク・紅葉マーク）を表
示した車には、思いやりのある運転をしましょう。▼
高齢運転者は無理をせず、安全運転に努めましょう。
▼電動カーは、歩行者です。安全に利用しましょう。
▼道路横断時には、車が接近していないか安全をし
っかり確認してから通行しましょう。
自転車の安全利用の推進
▼夜間はライトを点灯し、反射材の着用に努めましょ
う。▼自転車の二人乗りや片手運転（傘差し、携帯電
話の使用）や、ヘッドホンステレオなどを聞きながらの
運転はやめましょう。▼信号の順守、一時停止、左右
の安全確認を徹底しましょう。
全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底
▼車に乗ったら、全席全員シートベルトを着用しまし
ょう。▼子どもには、体格にあったチャイルドシートを
きちんと着けてあげましょう。
飲酒運転の根絶
▼飲酒運転は、大変危険な運転です。家庭や職場、地
域で「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない、飲ませな
い」の飲酒運転追放三ない運動を徹底しましょう。▼
自転車も飲酒運転は禁止です。絶対にやめましょう。

スピードダウンの推進
車を運転するときは、心に余裕を持ち、スピードダウ

ンに努めましょう。
運動期間中の行事
「飲酒運転根絶＆くっきりアップ作戦ｉｎツリーまつり」
　反射材やチラシなどを配布して、飲酒運転の根絶と
交通安全を呼び掛けます。
日時　12月10日（月）１７時２０分～１８時１０分
場所　市役所前交差点付近～ＪＲ徳山駅前
問合せ　生活安全課生活安全担当☎０８３４-22-８２４０

年末年始の交通安全県民運動
年末年始を無事故で明るく
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募
集

市
立
保
育
園
臨
時
保
育
士

資
格
　
保
育
士
の
資
格
を
持
ち
、市

内
の
保
育
園
に
勤
務
可
能
な
人

場
所
　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間
　
月
20
日
で
▼
1
日
７
時

間
45
分
▼
１
日
５
時
間
▼
１
日
４
時
間

報
酬（
日
額
）　
７
３
３
０
円
、時
間

９
２
０
円
程
度

選
考
　
面
接

申
込
期
間
　
随
時
受
け
付
け

申
込
み
　
履
歴
書
・
保
育
士
証
の
写

し
を
、持
参
で
、こ
ど
も
家
庭
課
保
育

所
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４
５
５

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

初
心
者
＆
高
齢
者
大
会

市
周
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

竣
工
20
周
年
を
記
念
し
、本
市
が
推

進
す
る「
我
が
ま
ち
ス
ポ
ー
ツ
」推
進

事
業
の
一
つ
と
し
て
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
の
な

い
初
心
者
チ
ー
ム
と
高
齢
者
チ
ー
ム

を
対
象
と
し
た
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
周
南
地
域（
周
南
・
下
松
・
光

市
）に
在
住
、ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
初
心
者
、高
齢
者
チ
ー
ム

日
時
　
平
成
25
年
２
月
17
日（
日
）９
時
〜

場
所
　
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
周
南
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■えほん・木のおもちゃ展
●日時／12月16日（日）9時30分～15
時●場所／新南陽ふれあいセンター
●内容／絵本と木のおもちゃの展示、
読み聞かせ、手作り小物コーナー●問
合せ／わくわくドキドキしんなんよう藤
井さん☎0834-63-0287、若松さん☎
0834-64-3923

■認知症予防講演会
　認知症の知識を正しく知るための、
保健師および精神科系の医師による
セミナーです。●日時／12月16日（日）
13時30分～16時●場所／サンウイ
ング熊毛●講演／▼はじめよう！認知
症予防～今、あなたにできることは？～
▼脳を守って、いつまでもあなたらし
く！●定員／300人（受け付け順）●参
加料／無料●問合せ／勝間コミュニテ

ィ推進協議会☎0833-92-0043

■手作り作家展・お正月展
●日時／12月19日（水）・20日（木）
10時～15時●場所／布工房・アート
ギャラリー ●内容／お正月飾り・え
と人形・ちりめん細工・和小物・創作服
を展示販売、ちりめん細工教室●問
合せ／布工房☎０９０-７５４１-８９４８

■正月用しめ縄作り
●日時／12月23日（祝）9時～15時
（雨天決行）●場所／ゆめプラザ熊毛
●参加料／大人２００円・子ども無料
※おむすび、豚汁を用意します。（無
料）●定員／25人（受け付け順）●持
参物／はさみ・ハンカチ●申込み／
12月９日（日）までに、臼井さん☎
0833-91-0260

■徳山ロードレース大会
●対象／市内に在住、または通勤・通
学する人●日時／平成25年1月6日
（日）8時～●場所／市陸上競技場周

辺 ●内容／小学生の部～壮年50歳
以上までの16部門●参加料／無料●
申込み／12月22日（土）までに、体育
協会☎0834-28-8311

■周南ベテラン会卓球大会
●対象／35歳以上の人●日時／平
成25年1月14日（祝）8時10分～●場
所／キリンビバレッジ周南総合スポー
ツセンター ●試合方法／3混合ダ
ブルスでチーム戦●定員／504人（受
け付け順）●参加料／１人1,200円
（弁当代含む）●申込み／12月13日
（木）～19日（水）に、周南ベテラン会
橋本さん☎0834-22-9327

■合気道の稽古生
●日時／毎週日曜日、13時～14時●
場所／熊毛武道館●会費／無料※た
だし、昇級・昇段を希望する人は、本部
への入会（会費／毎月3,000円）が別
途必要です。●問合せ／万生館合気
道山口県支部有海さん☎080-6315-
6186

皆さんの活動耳より情報

伝言板
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市民の皆さんの団体などが行う、行事や催しなどのお知らせを募集します。

2012.12.1 16

徳山地域 新南陽地域 熊毛地域 鹿野地域　市ホームページ http://www.city.shunan.lg.jp/



市以外からのお知らせ

掲示板 　20歳になる子どもが、成
人式に出席を希望している

のですが、現在住民票が周南市にあ
りません。
　周南市に住民票がなくても成人式
に出席することができますか。できる
としたら、何か手続きは必要ですか。

　本市の成人式は、平成25
年１月13日（日）に、文化会館

で開催します。
　就職や進学などで、市外へ転出さ

れ、本市に
住民票がな
くても、平成
４年４月２日
から平成５年４月１日生まれの人であ
れば、成人式に出席することができ
ます。
　成人式に出席を希望される人は、
12月25日（火）までに、生涯学習課に
連絡してください。
問 合せ　生涯学習課青少年教育担
当☎0834-22-8697

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

【人口】151,354人（前月比 －55人）

［男］73,116人（前月比 －10人）
［女］78,238人（前月比 －45人）
●出生121人 ●死亡117人
●転入347人 ●転出406人

【世帯】67,816世帯（前月比 ＋5世帯）

■体育協会新南陽支部事務所移転
●期日／12月1日（土）●移転場所／
新南陽球場●窓口対応業務・鍵の貸
出の時間／月～土曜日8時30分～
19時、日曜日・祝日8時30分～17時
30分●問合せ／体育協会新南陽支
部☎0834-62-2678

■ねんきん・労働無料相談会
●日時と内容／12月8日（土）10時～
12時、個別相談会●場所／徳山社会
福祉センター●持参物／年金手帳、
年金証書、印鑑（認め印）、職歴のメモ
など●問合せ／県社会保険労務士会
徳山支部辰川さん☎0834-83-3883

■ひきこもりを考えるフォーラム
●日時／１２月１５日（土）１３時３０分～１
５時●場所／県周南総合庁舎 ●演
題／「ひきこもり」問題への家族・地域
の取り組み●講師／小野善郎さん
（医師）※手話通訳・要約筆記があり
ます。●入場料／無料●問合せ／県
精神保健福祉センター☎0835-27-
3480

■ボートレーサーをめざす人へ説明会
●日時／平成25年1月13日（日）13時
～●場所／ボートレース徳山●内
容／仕事内容説明、試験体験、ペアボ
ートの試乗会など●定員／20人●申
込み／平成25年1月7日（月）までに、
日本モーターボート競走会中四国支
局☎086-441-3183・ http：//
www.jlc.ne.jp/bosyu/pc/chushi
koku/

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災
害・緊急時のお知らせや気象情報のEメールが配信され
ます。shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信
されたEメールの内容に従って登録してください。

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。
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月
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日
）に
投
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れ
る
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？
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③
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挙
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法
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月
）必
着

で
、ク
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ズ
の
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え
・
市
政
や
市
広

報
の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
・

住
所
・
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名
・
年
齢
・
電
話
番
号
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、
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が
き
で
、〒
７
４
５‐
８
６
５
５

岐
山
通
１‐
１
広
報
情
報
課
広
報

担
当

前
回
の
答
え
　
①
11
月
２
日（
金
）

当
選
者
　
池
田
晴
美
さ
ん
、井
上

美
恵
子
さ
ん
、内

山
富
美
子
さ
ん
、

実
近
節
子
さ
ん
、

田
村
佳
子
さ
ん

（
応
募
総
44
通
）

5件（平成24年の累計 49件）

死者数1人（平成24年の累計5人）
負傷者数72人（平成24年の累計751人）

安野光雅展
（12月放送分）

■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デ
ジタル12チャンネル）
　毎日6時30分・14時・24時30分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■岐北テレビ（12チャンネル）
　毎日6時・12時・19時30分・23時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

人のうごき（10月31日現在）

周南市数字で見る

火災件数（10月の発生件数）

交通事故件数（10月の発生件数） 

12月の納付
固定資産税 ３期
介護保険料 ７期
国民健康保険料 ７期
後期高齢者医療制度保険料 ６期

2012.12.117



広
報
し
ゅ
う
な
ん
  編
集
／
周
南
市
広
報
情
報
課
  〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 ☎

0834-22-8232 
0834-22-8224  　

 
http://www.city.shunan.lg.jp/ 

info@city.shunan.lg.jp（
そ
の
他
の
課
はトッ

プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。
広告掲載の申し込みは、株式会社ふじたプリント社☎0834-25-1600まで。

広　告
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